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松下加奈（スクールリーダーシップ開発専攻） 

反面教師から学んだこと 

1. 教育を考える一言 

「いじめは売り言葉に買い言葉だ」 

 

2. 背景 

中学２年の時、友人がいじめられている現場に出くわし止めに入りました。そのあと担任

の先生に相談したところ、先生は忙しいのか話も 後まで聞かずに「いじめは売り言葉に買

い言葉だ。」とだけ言い終わってしまいました。いじめられた友人は相変わらず、学校に来た

り来なかったりが続き、私自身も、それ以降、教師や学校に対して不信感を抱き始め、学校

に行かない日も増えてきました。その言葉を聞いてからは「先生は生徒を助けてくれる存在

じゃなかったのか。先生に言ったって無駄だ。」と思うようになっていきました。そして、教

師や学校が嫌いになっていきました。 

 

3. 考察 

 先生が「いじめは売り言葉に買い言葉だ」と、話も聞かずに言い捨てた言葉が、当時中学

２年生の私には心に大きく突き刺さりました。しかし、この出来事が大きすぎたのか、嫌い

なはずの教師や学校が気になり始めたのです。そして次第に「なぜ、あの時先生はあんなこ

とを言ったのか。自分だったらあんなこと言わない。なにが正しかったのか。」と考えるよう

になりました。つまり、たった一人の先生が忙しさの中で何気なく発した一言が、生徒の心

をここまで動かす存在である、教師や学校、教育がどれだけ大きい存在で重要なのかに気付

き始めたのです。さらに、「自分が学校や教育に出来ることは何かないか」と思うようになっ

ていきました。そこから教職を目指し始めました。 

大学 4 年生の教育実習は、かつては行くのも嫌いだった母校の中学校を選びました。中学

生の自分が嫌っていた「教師」という立場で母校に行くことは、自分でも信じられないこと

でしたが、初めて教壇に立ち、あの言葉が発せられた同じ場で、授業や生徒達との触れ合い

を通じ、初めて教職の大変さと難しさを知りました。また同時に、教師という素敵な職業に

出会えたこと、教師として生徒達と触れ合えていることに幸せを感じたのです。そしてこの

時初めて、中学校の時の先生に感謝をしました。当時、先生から発せられた言葉は、とても

つらいものでしたが、教育・教師の大切さに気付かせてくれたことは、自分にとって大きな

転機だったのかもしれません。もし出来るならば、その先生に会って「ありがとう」と伝え、

先生のおかげで教育に興味を持ったことを伝えたいです。 

「先生」とは「先に生まれる」と書きます。先に生まれた人生の先輩として、子どもたち

に教えを説く職業です。また、子どもたちの先を見据えて教えを説くという意味もあるので

はないかと思います。この素敵な職業を守り、支えていく立場として、これからは教育に関

わっていきたいと思います。 




